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審議会等の会議録 

会議の名称 令和 8年度第 1回大牟田市子ども・子育て会議 

開催日時 令和 8年 8月 26日（木） 18時 00分～20時 00分 

開催場所 市役所 北別館４階 第１会議室 

出席委員 

【16名】 

・宮田 忠雄（元大牟田市教育委員会教育長）【会長】 

・辻 裕子（一般社団法人 大牟田医師会）【副会長】 

・坂口 明夫（社会福祉法人 甘木山学園） 

・柿原 裕子（大牟田市保育園連盟） 

・大津 尚美（大牟田市民生委員・児童委員協議会） 

・内田 勉（大牟田市社会福祉協議会） 

・守田 元哉（大牟田市学童保育所・学童クラブ連絡協議会） 

・北野 真由美（児童発達支援センター りんどう学園） 

・樋口 広一（大牟田市小学校校長会） 

・永江 ゆい（大牟田市立小・中・特別支援学校 PTA連合会） 

・高口 恵美（スクールソーシャルワーカー） 

・椛島 千代治（大牟田商工会議所青年部） 

・小森 美優（帝京大学学友会） 

・山﨑 静（市民委員） 

・下原 仁美（市民委員） 

・下川 恭平（市民委員） 

欠席委員 

【4名】 

・安元 大介（大牟田地区私立幼稚園協会） 

・齊木 聖子（大牟田市子どもの居場所等連絡協議会） 

・城戸 信清（一般社団法人 大牟田青年会議所） 

・山口 小遥（有明工業高等専門学校 学生） 

事務局 

保健福祉部子ども未来室 木村室長 

保健福祉部子ども未来室 

 子ども育成課 橋本課長、山本所長、菊竹主査、永井主査、 

加藤主査、前原主査、江崎主査 

 子ども家庭課 田中課長、植田主査、池田主査、藤吉主査 

市民協働部  

 生涯学習課 坂口地域学習担当課長 

公開・非公開 公開 

傍聴者数 0名 
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会議次第 

１ 委嘱状交付式 

２ 会長及び副会長選出 

３ 大牟田市子ども・子育て会議について（資料 1） 

４ 大牟田市の子育て支援について（資料 2） 

５ 大牟田市こども計画の推進状況について（資料 3） 

６ その他 

 

≪会議の経過≫ 

１ 委嘱状交付等 

   出席委員に委嘱状を交付し、副市長から挨拶を行った。 

 

２ 会長及び副会長選出 

   大牟田市子ども・子育て会議条例第 4条の規定に基づき、委員の互選により、宮

田委員を会長に、辻委員を副会長に決定した。 

   大牟田市子ども・子育て会議条例第 5条の規定に基づき、宮田会長が会議の議長

を務め、次第 3以降の議事進行を行った。 

 

３ 大牟田市子ども・子育て会議について 

   資料 1、資料 1（別添）に基づき事務局から説明。 

   （質疑応答なし） 

 

４ 大牟田市の子育て支援について 

   資料 2に基づき事務局から説明。 

 

 （委員） 

 資料 2 の P2「結婚支援の取組」に記載されているライフデザインのイベントはどの

ぐらいの参加があるのか。申込はあっているのか。 

 （事務局） 

 このイベントは、今年度初めて実施するもの。すぐにではなく、将来的には結婚した

いと考えている若い方に、具体的な結婚のイメージや人生設計を描いていただくととも

に、若い方同士の出会いや交流の機会づくりにもなればという目的で実施するもの。現

在参加者を募集中だが、まだ席には余裕がある状況。 

 

５ 大牟田市こども計画の推進状況について 

   資料 3に基づき事務局から説明。 

   ※所管課が来ていない事業等で、その場での回答が難しい質問については、後日

メールで回答することとした。 
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（委員） 

 不妊治療をしている女性への支援はないのか。 

（事務局） 

 不妊治療については、市も令和 3 年度に県の支援に上乗せして支援した経過がある

が、現在は保険診療適用となっており、市の助成は行っていない。県では不妊治療にか

かる助成を実施されているため、今はそちらを案内している。 

  

（委員） 

 上内小学校は校区内に学童がなく、また待機児童もいないということになっているの

ではないかと思うが、もともと、学童がないから本当は預けたい人が申込をしていない

という状況にあるのではないかと思う。 

 上内小学校、玉川小学校は他の学童への送迎があるが、2年生までしか利用できない

と聞いた。各校区に学童を設置してほしい。 

（事務局） 

 上内小と玉川小の 2校は、隣接する校区の学童施設に送迎をしている。通っている校

区に学童を開所してほしいというニーズは理解しているが、児童数自体が少数である中、

支援員を確保して学童を設置・運営するというのは中々難しく、現在のところは送迎で

対応している状況。 

また、上内小では、下校時間が異なるという理由からこれまで低学年を送迎の対象と

してきていたが、昨年度からは 3年生以上にも対応するなど改善を図っている。 

 

（事務局） 

 PTAで話をする中で、特別支援学級・特別支援学校について、教育面だけでなく、福

祉面の支援の必要性も高い現場でもある中で、福祉の専門的知識が身についていない状

態で 4月に異動してくる先生が多いという話があった。異動してこられる前に、研修な

どを実施してほしい。また、大学などで福祉の勉強をされた先生や、特別支援教育に意

欲のある先生を優先して配置してほしい。 

（会長） 

 特別支援教育の資質向上や適任者の配置について要望があったことについては、事務

局から教育委員会にも伝えていただきたい。 

 

（委員） 

 ひとり親に支給される児童扶養手当については所得制限があると思うが、いくらか。

また、年収制限を下げることはできないのか。 

（事務局） 

 全部支給か一部支給か、また、扶養親族の数や養育費の有無などにより金額は異なる

こととなるが、一部支給で扶養親族が 0人、養育費なしの場合、受給者本人の前年所得

は 208 万円、給与収入で言えば 308 万円程度が上限となる。また、扶養親族が増える

と、所得上限額も上がることとなる。 
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なお、本制度は、財源の一部を国の財源を活用した制度であり、所得制限については

児童扶養手当法に規定された全国一律の制度となっている。 

（会長） 

 機会等あれば国の方にも要望を出していただきたい。 

 

（委員） 

 アメリカのマスキーガン市と姉妹都市締結をしていたと思う。私は交流事業に第 1期

生として参加し、とても良い経験をさせてもらった。今の子ども達にもこのような事業

を経験させてあげたいと思うが、現在はそういう活動はしていないのか。 

（事務局） 

 マスキーガン市との姉妹都市交流については、マスキーガン市側の事務局体制の維持

が難しくなり、現在交流事業は行っていない状況。 

 

（委員） 

 子どもの声を聴く取組について、どんな意見があるのかを知りたい。 

（事務局） 

 インターネット上に「こどもいつでも意見箱」という意見提出フォームを公開してお

り、子どもたちはいつでも意見が出せる。令和 7 年度は 89 件の意見提出があった。内

容は、公園をつくってほしいとか、通学路で危ないところがあるので整備してほしい等

がある。意見に対し、市からのメッセージをホームページで公開している。 

（会長） 

 「こどもいつでも意見箱」のほかにも小学生を対象とした市長によるまちづくり出前

授業や中学生と市長との意見交換会なども行われていて様々な意見が出ているかと思

うが、実現しているようなことがあれば説明いただきたい。 

（事務局） 

子ども達からいただいた意見の中で実現したこととしては、諏訪公園のバスケットボ

ールのネットの修繕や、宮浦公園に駐輪スペースを設置したことなどがある。その他、

市長の出前事業の中で、複数の学校で体育館が暑いという意見があった。そうした意見

も踏まえて、今後、小中学校の体育館にエアコンを設置することになった。一方で、行

政には予算の制約があって、いただいた意見が全部叶うわけではないということも学ん

でほしいので、チラシやホームページにはそうしたことも記載している。 

（委員） 

 子どもは大人が気づかないことに気づいたりするので、ぜひ参考にしてほしい。 

（会長） 

 この子どもの意見を聴く取組を始めようというときに、聞きっぱなしでは次の意見が

中々出ないので、出来ること出来ないこと、今検討中であるとか、必ず返すようにする

必要があるのではないかということが、この会議でも意見として出された経過がある。

今そのことも踏まえて対応をしていただいているのだろうと思う。 
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（委員） 

 今年度の市長のまちづくり出前授業で、我が子の学校に来ていただいて、娘も質問を

させていただいたが、時間の都合もあって先生の方で質問内容を調整するという形にな

って、結果として、娘としては、言いたいことが言えなかったということだった。その

ときは「こどもいつでも意見箱」という取組があることを知らなかったので、娘に対し

「しょうがないね」という感じで対応してしまったけれども、この意見箱は子どもたち

に配られているタブレットからでも利用できるのか。 

（会長） 

 小学校校長会の方から、いかがですか。 

（委員） 

 子どもたちに配布しているタブレットは市のホームページも見ることができるので、

利用可能かと思う。 

 

（委員） 

 学校側の立場として、最近愛情ねっとでも不審者情報等が出ているので、まちづくり

協議会の方からは子どもの登下校が非常に心配だという話を聞く。また、小さい公園等

では不審火の跡が見つかったりしているので、ぜひ防犯カメラの設置をしていただきた

いが、そのような計画はないか。 

（事務局） 

 所管部局が来ていないため、計画があるかどうかについてはこの場でお答えできない

が、通学路に関しては、先ほどの子どもからの意見としても、暗いとか危ない場所があ

るとか、かなりいただいているので、所管課にも伝えている。所管課としては、警察等

とも協議し、改善の必要性の高いところから対応していると聞いている。 

（会長） 

 私自身、まちづくり協議会の活動に参加しているので、補足をすると、まちづくり協

議会や、まちづくり協議会に加入している公民館等から申請すると、市や明るいまちづ

くり推進協議会からの補助を受けて、新しく防犯灯を設置することができるようになっ

ている。また、防犯カメラについても、警察署の方から、校区で運営することやいくつ

かの条件はあるが、防犯カメラの設置に関する希望調査などもあっているので、まちづ

くり協議会の方に問合せをしていただくといいのではないかと思う。事務局の方でも確

認のうえ後日回答をしていただきたい。 

 

（委員） 

 令和 8 年 4 月 1 日時点の学童の待機児童が 13 名となっているが、入所できなかった

児童へのフォローはどうなっているのか。 

（事務局） 

 待機となった理由は大きく 2つあり、1つは、施設の受入れ可能人数を超える申込が

あり、特に高学年の受入れができなかったもので、羽山台小の 4年生と 5年生合わせて

10名が待機となった。2つ目の理由として、見守りに個別の対応が必要な児童に対して
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加配支援員が確保できず待機となったもの。 

羽山台小では、教育委員会と協議し、学校の教室を使用させていただくことになり、

夏休みから受入れを開始し、現時点で待機児童は解消されている。 

後者の加配支援員が確保できずに待機となっていた児童については、放課後等デイサ

ービスを利用されるなどの理由で申込をキャンセルされており、今年度当初の待機児童

については概ね解消している状況。 

（委員） 

 羽山台小で教室を利用して受け入れたという話だが、別の支援員の先生が付いてくれ

ているのか。 

（委員） 

 先ほどの上内小の児童を受け入れている学童クラブと、今お話があった羽山台学童保

育所の運営をしている立場から説明する。 

 まず、上内小の児童の送迎については、学年によって下校時間が違うので、開始当初

は 1便のみの対応で基本は 1年生を対象としつつ、下校時間が重なるときは 2年生以上

も対応していた。3～4 年前ぐらいから 2 便に増やし、現在は、場合によっては 3 便運

行とし、学年の制限をなくしているので、必要とされる方にはぜひ伝えていただきたい。 

 また、羽山台の件については、ここは高学年の入所希望者が多い。学童保育所のスペ

ースの関係で、今年度は 4年生以上の受入れが難しく、年度当初は待機となったが、先

ほど市からも説明があったとおり、その後空き教室を確保してもらい、支援員も配置し

て受け入れることができた。 

 10 年ぶりに本会議の委員に就任したが、以前と比べ、学童はフェーズが変わってき

ていると感じる。これまでは受け皿の確保が課題となっていたが、今は、子ども達の心

理的理解や、学年でかなり成長の差がある子ども達を同時に預かるため、それに対応し

たカリキュラムを策定することなどが大事だと感じている。 

  

（委員） 

 大牟田市は学校や教育委員会、スクールソーシャルワーカー、関係機関との連携が取

れており、子どもたちの SOSや家庭の SOSに気づく力が長けていると思う。 

ただ、そのように周囲の大人が気づく前に、子どもの方から、困ったときに相談でき

る場所や自分たちを助けてくれるところがどこなのかというのが分かりづらいのかな

と思う。子どもたちが気軽に相談できる窓口について、市民に広く伝わると、もっと素

晴らしいまちになるのかなと思う。 

（事務局） 

 子どもからの相談を受ける窓口については、庁内の各部局にあり、教育委員会や、え

るるの中にある少年センター、また、子ども家庭課内にも子ども家庭相談担当があり、

そちらでも相談を受け付けている。ただ、複数あるからこそ、どこに相談したらいいの

かと思う子どもがいるのではないかという点については、我々としても課題と感じてお

り、検討していく必要があると考えている。 
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７ その他 

   子育て情報誌『おおむたっ子』、次回開催日程について事務局から説明。 

 

閉会（20時 00分） 


